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　当院では急性期病棟の増床、手術室の増築に伴い重
症患者が増加傾向にあり、人工呼吸器装着患者数も増
加している。このたびHigh Care Unit を増床するにあ
たり、重症病棟から一般病棟、離床、そして搬送に至
るまでを見据え、サーボベンチレータシステムSERVO-
air（GETINGE GROUP社製）が当院の人工呼吸器運
用に有用であると判断し、導入に至ったので使用経験
を報告する。
　今回導入するにあたり必要とした条件は 2つある。
1つは安全面を考慮して設計された吸気デリバリーシス
テムである。内蔵の高性能タービンと酸素ガスモジュ
ールでFIO2、供給量（または供給圧）を制御して換気
動作しているため、医療用空気の壁配管やコンプレッ
サは不要である。さらに、タービンが故障した場合は
酸素ガスのみで設定換気量（圧）を供給し換気を継続
し、酸素供給が途絶えてしまった場合や酸素ガスモジ
ュールが故障した場合はタービンだけで設定換気量
（圧）を供給し換気を継続する。2つ目は 120 分以上換
気動作が継続可能なバッテリが搭載されていることで
ある。バッテリは 2本まで搭載可能なので、最大 240
分まで増設可能であり、動作中のバッテリ交換も可能
な仕様になっている。この 2つの安全設計により災害
などの緊急事態が発生した時にも活躍が期待できる。
　本機種は、サーボベンチレータシリーズで初の高性
能タービンが内蔵されている。吸気流量は最大で 240L/
分まで供給可能で吸気圧力も 1～ 100cmH2Oと広範囲
な設定が可能である。通常、高性能タービンを内蔵し
ている機種は動作音が比較的大きく、回路リーク発生
時や換気量が上昇した際などには通常よりもさらに大
きな動作音がする。しかし、SERVO-air は換気動作し
ているのかが不安になるほど動作音が小さく、換気量
などが上昇した場合でも静粛性が高い。静かなベッド
サイド環境を実現するためには好条件の人工呼吸器と

いえる。
　人工呼吸器は、医師、看護師、臨床工学技士など多
種多様な医療スタッフが操作・管理を行うためシンプ
ルかつ直感的な操作が可能な仕様である必要がある。
SERVO-airは電源を投入した時から直感的操作が可能
であり、使い始めると自然と使い方を覚えることが可
能な仕様になっている。煩雑な操作が不要なため、安
全な人工呼吸管理を行える。また、画面上で専門用語
などを確認できる機能が付属しているため、使用方法
などで迷った際に取扱説明書を開く手間が減り、医療
スタッフの疑問にすぐさま応えてくれるのもうれしい
ポイントである。使用状況に応じた画面レイアウトの
変更も可能であり、離れた場所からでも重要なパラメ
ータが一目で確認できる “距離画面 ”や “拡張画面 ”な
ど使用用途に応じた柔軟なレイアウト変更も特長であ
る。
　ABCDEバンドルが提唱されて以降、急性期リハビ
リテーション分野のダイナミックなパラダイムシフト
に伴い、人工呼吸器を装着している患者においても早
期離床（early mobilization）、早期リハビリテーション
（early rehabilitation）が推奨されている。SERVO-air
では、患者が人工呼吸器装着下で歩行する際に邪魔に
なる人工呼吸器のディスプレイが自在に収納でき、デ
ィスプレイ回りについている “ コの字 ” 型のフレーム
は患者が掴まりながら実施できそうなデザインとなっ
ている。架台自体もコンパクトでありベッドサイドを
少しでも広く使用することが可能であり、離床の助け
になることが期待される。
　空気配管不要、長時間のバッテリ駆動が可能、シン
プルな操作性などSERVO-air は非常に利点の多い人工
呼吸器である。1台で重症病棟から一般病棟、離床、
搬送に至るまでをカバーできるシームレスな人工呼吸
器として活躍を期待している。




